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的
感
性
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。
た
と
え
ば
、《
聖
ア
ン
ナ
と
聖

母
子
》
の
地
層
の
描
写
は
、
レ
オ
ナ
ル
ド
の
地
質
学
的
な
関
心
や
知
識
を

反
映
し
て
お
り
、
レ
ス
タ
ー
手
稿
に
お
け
る
川
の
流
れ
と
地
質
に
関
す
る

説
明
と
も
合
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
《
ジ
ネ
ヴ
ラ
・
デ
・
ベ
ン
チ
の
肖
像
》

の
巻
き
毛
に
水
の
渦
の
モ
チ
ー
フ
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
も
言
及
し
、
自
然

に
対
す
る
レ
オ
ナ
ル
ド
の
関
心
が
風
景
描
写
の
み
な
ら
ず
、
人
物
描
写
に

も
表
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
絵
画
作
品
や
手
稿
の
分
析

を
通
し
て
ミ
ラ
ー
ニ
氏
は
、
自
然
に
対
す
る
レ
オ
ナ
ル
ド
の
科
学
的
探
究

が
彼
の
「
優
美
（grazia

）」
の
概
念
や
表
現
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た

こ
と
を
示
し
た
。

・
第
七
回 

文
学
の
移
動
・
移
動
の
文
学
、
二
〇
一
九
年
七
月
二
四
日
、
講

演
者
：
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
エ
ウ
ジ
ェ
ニ
オ
・
バ
ル
ビ
エ
リ
（Francesco 

Eugenio Barbieri

）、
和
田
忠
彦

講
演
会
の
前
半
で
は
、
カ
タ
ー
ニ
ア
大
学
ラ
グ
ー
サ
校
の
講
師
で
比
較

文
学
を
専
門
と
す
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
エ
ウ
ジ
ェ
ニ
オ
・
バ
ル
ビ
エ

リ
氏
が 「G

local dim
ension and narrative transportation in the “global 

novels” of M
urakam

i H
aruki and Elena Ferrante

（
村
上
春
樹
と
エ
レ
ナ
・

二
〇
一
九
年
度
イ
タ
リ
ア
文
化
関
連
の
講
演
会

報
告　

小
久
保
真
理
江  

今
年
度
に
は
総
合
文
化
研
究
所
の
主
催
・
共
催
に
よ
り
東
京
外
国
語

大
学
に
て
四
つ
の
イ
タ
リ
ア
文
化
関
連
の
講
演
会
を
開
催
し
た
。
そ
の

う
ち
二
〇
一
九
年
六
月
二
七
日
の
講
演
会
「Il futurishm

o e le donne: 
pregiudizi e correttivi, teoria e m

ito nelle prim
e fasi del m

ovim
ento 

d’avanguardia ( 1909-1918)

（
未
来
派
と
女
性—

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運

動
初
期
の
偏
見
と
修
正
、
理
論
と
神
話
（
一
九
〇
九—

一
九
一
八
））」
に
つ
い

て
は
本
号
に
横
田
さ
や
か
氏
か
ら
の
報
告
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
そ
の

他
の
三
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

・Leonardo, il paesaggio e la Grazia

（
レ
オ
ナ
ル
ド
、
風
景
と
優

美
）、
二
〇
一
九
年
五
月
一
三
日
、
講
演
者
：
ラ
ッ
フ
ァ
エ
ー
レ
・
ミ
ラ
ー

ニ
（Raffaele M

ilani

）

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
教
授
で
美
学
を
専
門
と
す
る
ラ
ッ
フ
ァ
エ
ー
レ
・
ミ

ラ
ー
ニ
氏
が
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
絵
画
に
お
け
る
風
景
と

優
美
に
つ
い
て
イ
タ
リ
ア
語
で
講
演
し
た
。
ミ
ラ
ー
ニ
氏
は
ま
ず
、《
サ

ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ラ
・
ネ
ー
ヴ
ェ
の
風
景
素
描
》《
岩
窟
の
聖
母
》《
モ
ナ
・

リ
ザ
》《
聖
ア
ン
ナ
と
聖
母
子
》
な
ど
の
レ
オ
ナ
ル
ド
作
品
に
描
か
れ
て

い
る
風
景
に
注
目
し
、
自
然
に
対
す
る
レ
オ
ナ
ル
ド
の
科
学
的
探
求
と
美
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フ
ェ
ッ
ラ
ン
テ
の
〝
グ
ロ
ー
バ
ル
小
説
〞 

に
お
け
る
グ
ロ
ー
カ
ル
な
性
質
と
物

語
へ
の
移
入
）」
と
い
う
題
の
講
演
を
英
語
で
行
っ
た
。
バ
ル
ビ
エ
リ
氏

は
ま
ず
、
ア
ダ
ム
・
キ
ル
シ
ュ
（A

dam
 K

irsch

）
の
著
書
『The G

lobal 
N

ovel: W
riting the W

orld in the 21st C
entury

』
を
取
り
上
げ
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
小
説
」
の
概
念
に
つ
い
て
論
じ
た
。
そ
の
上
で
、
村
上
春
樹
と
エ
レ

ナ
・
フ
ェ
ッ
ラ
ン
テ
が
と
も
に
グ
ロ
ー
バ
ル
小
説
の
代
表
的
な
作
家
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
小
説
」
と
い
う
視
点

か
ら
両
作
家
の
小
説
作
品
の
特
徴
を
比
較
分
析
し
た
。
具
体
的
に
は
、
両

作
家
に
つ
い
て
複
数
の
共
通
点
を
挙
げ
た
上
で
、
村
上
春
樹
の
『
１
Q

８
４
』
と
エ
レ
ナ
・
フ
ェ
ッ
ラ
ン
テ
の
「
ナ
ポ
リ
の
物
語
」
シ
リ
ー
ズ
に

混
在
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
要
素
と
ロ
ー
カ
ル
な
要
素
に
つ
い
て
論
じ
、
こ

う
し
た
「
グ
ロ
ー
カ
ル
（glocal
）」
な
性
質
が
世
界
の
読
者
を
魅
了
し
、

読
者
の
「
物
語
へ
の
移
入
」
を
助
け
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

講
演
会
の
後
半
に
は
、
東
京
外
国
語
大
学
名
誉
教
授
の
和
田
忠
彦
氏

が
、「
翻
訳
と
い
う
交
通
路—

須
賀
敦
子
と
タ
ブ
ッ
キ
」
と
い
う
題
の

講
演
を
日
本
語
で
行
っ
た
。
和
田
氏
は
、
須
賀
敦
子
と
ア
ン
ト
ニ
オ
・
タ

ブ
ッ
キ
の
接
点
や
共
通
性
に
つ
い
て
「
翻
訳
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
軸
に
論

じ
た
。
二
人
の
つ
な
が
り
は
須
賀
が
タ
ブ
ッ
キ
の
訳
者
で
あ
る
こ
と
だ
け

に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
和
田
氏
は
、
タ
ブ
ッ
キ
が
谷
崎
潤
一
郎
に
つ
い
て

論
じ
た
一
節
を
引
用
し
た
上
で
、『
陰
翳
礼
讃
』
の
谷
崎
の
原
文
と
須
賀

の
イ
タ
リ
ア
語
訳
を
比
較
し
、
イ
タ
リ
ア
で
の
日
本
文
化
・
文
学
の
翻
訳
・

紹
介
に
お
い
て
須
賀
が
果
た
し
た
役
割
の
重
要
性
に
光
を
当
て
た
。
さ
ら

に
、
須
賀
の
言
葉
と
と
も
に
中
井
久
夫
の
言
葉
を
引
用
し
な
が
ら
、
須
賀

の
「
仲
介
者
」
と
し
て
の
特
性
や
、
翻
訳
者
と
し
て
の
タ
ブ
ッ
キ
と
の
共

通
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。
そ
の
な
か
で
、
須
賀
と
タ
ブ
ッ
キ
が
と
も
に
複

数
の
言
語
の
間
を
行
き
来
し
な
が
ら
生
き
た
こ
と
に
触
れ
、
二
人
が
翻
訳

と
い
う
行
為
を
通
し
て
自
ら
の
文
体
を
練
り
上
げ
た
こ
と
や
、
須
賀
の
日

本
語
や
タ
ブ
ッ
キ
の
イ
タ
リ
ア
語
に
は
そ
れ
ぞ
れ
が
行
き
来
し
て
い
た

別
の
言
語
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

・L'Am
erica raccontata dagli scrittori italiani

（
イ
タ
リ
ア
の

作
家
た
ち
が
語
っ
た
ア
メ
リ
カ
）、
二
〇
一
九
年
十
二
月
五
日
、
講
演
者
：

ラ
ウ
ラ
・
デ
ィ
・
ニ
コ
ラ
（Laura Di N

icola

）、
小
久
保
真
理
江

講
演
会
の
前
半
に
は
、
ロ
ー
マ
・
ラ
・
サ
ピ
エ
ン
ツ
ァ
大
学
准
教
授
の

ラ
ウ
ラ
・
デ
ィ
・
ニ
コ
ラ
氏
が
、「C

alvino e l’A
m

erica

（
カ
ル
ヴ
ィ
ー

ノ
と
ア
メ
リ
カ
）」
と
い
う
題
の
講
演
を
イ
タ
リ
ア
語
で
行
っ
た
。
二
十
世

紀
イ
タ
リ
ア
文
学
を
専
門
と
す
る
デ
ィ
・
ニ
コ
ラ
氏
は
、
ロ
ー
マ
・
ラ
・

サ
ピ
エ
ン
ツ
ァ
大
学
の
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
の
運
営
責
任
者

で
も
あ
る
。
本
講
演
会
で
デ
ィ
・
ニ
コ
ラ
氏
は
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
講
演

原
稿
、
書
簡
、
日
記
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
小
説
作
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
資

料
を
引
用
し
な
が
ら
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
と
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
に
つ
い
て

論
じ
た
。
特
に
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
や
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ー
ニ
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ

文
学
を
吸
収
し
た
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
が
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
滞
在
の
実
体
験

を
経
て
ア
メ
リ
カ
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
語
っ
た
の
か
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
滞
在
経
験
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響

を
受
け
た
の
か
が
中
心
的
に
論
じ
ら
れ
た
。

デ
ィ
・
ニ
コ
ラ
氏
は
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
に
特
別
な

愛
着
を
抱
い
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の
こ
と
が
キ
ュ
ー
バ
生
ま
れ
の

作
家
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
自
身
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
側
面
や
複
数
的
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
意
識
と
関
係
し
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
。
ま
た
、
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一
九
五
九
年
か
ら
一
九
六
〇
年
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
期
間
に
カ

ル
ヴ
ィ
ー
ノ
が
、
日
記
や
友
人
へ
の
葉
書
・
手
紙
な
ど
複
数
の
媒
体
で
ア

メ
リ
カ
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
、
そ
こ
に
は
ア
メ
リ
カ
に

つ
い
て
書
く
こ
と
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
を
理
解
し
た
い
と
い
う
強
い
願

望
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、『
マ
ル
コ
ヴ
ァ
ル
ド
さ
ん
の
四

季
』や『
見
え
な
い
都
市
』な
ど
の
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
作
品
の
な
か
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
イ
メ
ー
ジ
が
表
れ
る
部
分
を
引
用
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
が

そ
の
後
の
創
作
活
動
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
も
論
じ
た
。

さ
ら
に
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
が
エ
イ
ナ
ウ
デ
ィ
の
編
集
者
と
し
て
ア
メ
リ

カ
文
学
を
紹
介
す
る
役
割
を
担
っ
た
こ
と
に
触
れ
、
そ
の
編
集
の
仕
事
か

ら
も
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
論
じ
う
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
カ
ル

ヴ
ィ
ー
ノ
の
書
棚
に
数
多
く
の
ア
メ
リ
カ
文
学
作
品
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の

本
に
書
き
込
ま
れ
た
メ
モ
か
ら
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
と
ア
メ
リ
カ
文
学
の
関

係
に
つ
い
て
論
じ
う
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。

講
演
会
の
後
半
に
は
本
報
告
文
の
執
筆
者
で
あ
る
小
久
保
真
理
江
が 

「L’A
m

erica di Pavese, C
alvino ed Eco

（
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
、

エ
ー
コ
の
ア
メ
リ
カ
）」
と
い
う
題
の
講
演
を
イ
タ
リ
ア
語
で
行
っ
た
。
こ

の
講
演
で
は
、
世
代
の
異
な
る
三
人
の
作
家
が
ア
メ
リ
カ
文
化
と
ど
の
よ

う
に
関
わ
り
、
ア
メ
リ
カ
文
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
語
っ
た
の
か
を
論

じ
た
。
こ
の
口
頭
発
表
の
内
容
を
日
本
語
で
ま
と
め
大
幅
に
加
筆
し
た
論

考
「
ア
メ
リ
カ
へ
の
ま
な
ざ
し—

パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
、カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
、エ
ー

コ
」
が
本
号
に
論
文
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
拙
著
論
文
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。


